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※米国REIT指数と米国株価指数は配当込みです。 
※該当日が休業日に当たる場合は、前営業日の終値を使用しています。 
※FTSE NAREIT All Equity REITs インデックスは米国のREIT市場の動向を表す指数であり、FTSE社および全米不動産投資信託協会が一切の知的

財産権を保有しています。 

期間：2014年1月23日～2015年1月23日（日次）   出所：ブルームバーグのデータを基に新光投信作成 

■米国のREIT市場、株式市場、為替および配当利回りの推移 

先週の米国REITの動き 
（2015年1月19日～2015年1月23日） 

2015年1月27日 

(1/2) 

【米ドル／円の推移】 

基準日
2015/1/23 1週間 1ヵ月 6ヵ月 1年 3年

FTSE NAREIT All Equity REITs インデックス(配当込) 15,371.98 0.8% 6.6% 16.2% 33.8% 63.6%

S&P500(配当込) 3,759.76 1.6% -1.3% 4.3% 14.5% 66.3%

円/米ドル 117.77 0.2% -2.4% 16.1% 14.1% 52.9%

指数名称
騰落率

米国REIT

米国株式

為替レート

※上記の表・グラフは過去の実績を示したものであり、将来の動向を示唆あるいは保証するものではありません。  
※上記は資料作成時点の情報であり、今後変更される場合があります。また、上記は特定の銘柄の推奨を目的としたものではありません。 
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【米国REITの配当利回り】 

（2015年1月23日現在） 

米国REIT 
配当利回り 

米国株式 
配当利回り 

米国10年国債 
利回り 

【米国REITの配当込指数の推移】 

■米国のREIT市場概況 

円
安 

円
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■トピック 

先週の米国REIT市場は、上昇 
 先週の米国REIT市場はキング牧師誕生記念日で19日
が休場となり4日間の取引となりました。IMF（国際通貨基
金）が2015年の世界経済の成長率見通しを下方修正し
たほか、米国企業による10－12月期の決算が冴えない結
果となったことから、週半ばにかけては軟調に推移しました。し
かし、22日にECB（欧州中央銀行）が予想を上回る規模
の量的緩和策を発表したことを好感して反発し、前週末比
＋0.8％の上昇で取引を終えました。 

先週の米ドル/円は、米ドル高円安 
 先週の為替市場は好悪材料が交錯し、方向感のない展
開となりました。IMFが世界経済の成長率見通しを下方修
正した一方で、米国は上方修正されたことから、米ドルは円
に対して上昇して始まりました。しかし、日銀が20-21日開催
の政策決定会合で金融政策の現状維持を決めると上昇幅
を縮めました。その後、22日にECBが国債の買い入れを含む
大規模な量的緩和策を発表したことを受け、米ドルは上昇
に転じたものの、週末に行なわれるギリシャの総選挙を警戒す
る動きが見られ、結局1米ドル＝117.77円で週を越しました。 

‧ １月21日のCrown Castle International (CCI／インフラストラクチャー）による決算発表を皮切りに、米国REITによる
10-12月期の決算発表が始まりました。 

銘柄名 セクター名 FFO成長率（調整済み、前年同期比）
クラウン・キャッスル・インターナショナル インフラストラクチャー +14.3%
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■投資信託へのご投資に際しての留意事項 

商  号  等  ： 新光投信株式会社                    
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第３３９号 

加 入 協 会 ： 一般社団法人投資信託協会                  
一般社団法人日本投資顧問業協会 

【投資信託にかかるリスクについて】 
投資信託は、主に国内外の株式や公社債などの値動きのある証券を投資対象としています。 
投資した当該資産の市場における取引価格の変動や為替相場の変動などの影響により基準価額が変動します。 
これらの運用による損益は、すべて投資者のみなさまに帰属します。したがって、投資者のみなさまの投資元本は保証され 
ているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。 
なお、投資信託は預貯金とは異なります。 
  
【投資信託にかかる費用について】 
新光投信が運用する投資信託については、ご投資いただくお客さまに以下の費用をご負担いただきます。 
■購入時に直接ご負担いただく費用 
・購入時手数料：上限4.104％（税抜3.8％）となります。 
■換金時に直接ご負担いただく費用 
・信託財産留保額：上限0.5％ 
・公社債投信およびグリーン公社債投信の換金時手数料： 
  取得年月日により、1万口につき上限108円（税抜100円）となります。 
・その他の投資信託の換金時手数料：ありません。 
■投資信託の保有期間中に間接的にご負担いただく費用 
・運用管理費用（信託報酬）：年率で上限2.484％（税抜2.4％）となります。 
■その他の費用・手数料 
・上記以外にファンドの監査報酬、有価証券売買時の売買委託手数料、資産の保管などに要する費用などがかかります。 
 「その他の費用・手数料」については、定率でないもの、定時に見直されるもの、売買条件などに応じて異なるものなどが 
あるため、当該費用および合計額などを表示することができません。 
◎手数料などの合計額については、購入金額や保有期間などに応じて異なりますので、表示することができません。 
 
《ご注意》 
 上記に記載しているリスクや費用項目につきましては、一般的な投資信託を想定しております。 
費用の料率につきましては、新光投信が運用するすべての投資信託（設定前のものを含みます。）のうち、 
お客さまにご負担いただく、それぞれの費用における最高の料率を記載しております。 
投資信託は、それぞれの投資信託ごとに投資対象資産の種類や投資制限、取引市場、投資対象国などが異なる 
ことから、リスクの内容や性質が異なり、費用もそれぞれの投資信託により異なりますので、ご投資をされる際には、 
事前によく投資信託説明書(交付目論見書)や契約締結前交付書面など(目論見書補完書面を含む)をご覧ください。 
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